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■
交
通
網
の
充
実
が
地
域
の
活
力
を
生
む 

　
３
月
15
日
、
帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
の
更
別
Ｉ
Ｃ
〜
忠
類
大

樹
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
ま
し
た
。
地
元
が
待
望
す
る
完
全
開
通
ま
で

も
う
少
し
の
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。
十
勝
の
物
流
あ
る
い
は

地
域
間
の
医
療
格
差
の
是
正
等
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
に
お
い
て
こ

の
道
路
は
意
義
が
大
き
く
、
残
さ
れ
た
大
樹
・
広
尾
間
の
早
期

開
通
実
現
に
も
よ
り
一
層
、
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
開
通
に
続
き
、
３
月
29
日
に
は
北
海
道
横
断
自
動
車
道
の

浦
幌
Ｉ
Ｃ
〜
白
糠
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
道
央

の
黒
松
内
を
起
点
と
す
る
こ
の
道
路
が
釧
路
圏
ま
で
つ
な
が
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
道
東
自
動
車
網
走
線
の
延
伸
計
画
も
動
き

出
し
て
い
ま
す
。

　
大
都
市
圏
と
地
方
に
は
、「
距
離
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
距
離
」

が
地
方
に
と
っ
て
大
き
な
ハ
ン
デ
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
ハ
ン
デ
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
高
速
道
路

や
バ
ス
等
地
域
に
根
ざ
し
た
交
通
網
の
整
備
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
充
実
は
人
と
モ
ノ
の
行
き
来
を
活
発
化
さ
せ
、
地

域
に
活
力
を
生
み
出
し
ま
す
。

　
特
に
道
東
道
は
、
十
勝
・
根
釧
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
（
東
北
海
道
）

の
連
携
を
深
め
、
各
地
域
に
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
よ
う
な
有

効
活
用
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
そ
の
一
方
で
、
大
都
市
圏
、
つ
ま
り
札
幌
圏
と
根
釧
・

オ
ホ
ー
ツ
ク
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
ば
れ
る
わ
け
で
す
の
で
、
十

勝
に
は
「
通
過
点
」
に
な
ら
な
い
努
力
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ

る
、
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
十
勝
、
あ
る
い
は
東
北
海
道
の
農
作
物
、
加
工
品
、
乳
製
品

を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
大
都
市
圏
へ
運
ぶ
こ
と
は
間
違
い
な
く
十

勝
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、

モ
ノ
の
一
極
集
中
で
す
。

　
現
在
、
海
上
輸
送
は
苫
小
牧
、
航
空
輸
送
は
新
千
歳
と
、
多

く
の
荷
物
が
道
央
圏
に
流
れ
る
構
図
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
あ
る
程
度
是
正
し
な
け
れ
ば
、
物
流
が
生
む
経
済
効
果
を
十

勝
は
十
分
に
享
受
で
き
ま
せ
ん
。
海
上
輸
送
に
は
十
勝
港
、
航

空
輸
送
に
は
と
か
ち
帯
広
空
港
、
と
い
う
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
北
海
道
横
断
自
動

車
道
か
ら
枝
分
か
れ
す
る
帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
は
、
こ
れ
か

ら
の
十
勝
の
物
流
の
重
要
な
キ
ー
と
な
り
ま
す
。
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